
※12月 28日(土)～1月 5日(日)は、 

冬期休暇とさせていただきます。 

令和 6年 11月 発行 ガーデンキッズトリア（児童発達支援） 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 
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運動 

認知課題 
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 音楽・絵画 
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屋外・手指 
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感触・ルール 
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運動 

認知課題 
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感触 
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 音楽 
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屋外・手指 

11 

感触・ルール 
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運動 

認知課題 
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音楽・絵画 

14 

休み 
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屋外・手指 

17 

感触・ルール 

18 

運動 

認知課題 
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音楽 

お誕生会 

20 

手指 

21 

絵画 

23 

感触・ルール 

24 

運動 

認知課題 
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音楽 

クリスマス会 

26 

屋外・手指 

 

 

27 

大掃除 

お正月遊び 

 

 

 

（避難訓練） 

28 

休み 

30 

休み 

31 

休み 

 

１２月トリアだより 

 
12月の活動 

スモック 帽子 スモック 

（早降園日） 

 

帽子 スモック スモック 

帽子 スモック 
スモック 

スモック 

スモック 

（早降園日） 

 

帽子 

※トリア療育参観が9日(月)～13日(金)の期間で

あります。後日、コドモンにてアンケートを配信致

しますのでご確認お願い致します。 

※専門職の来所予定日 

公認心理師（松本）： 11日（水）、23日(月) 

言語聴覚士（永山）： 2日（月）、4日（水）、6日（金）、１0日（火）、16日（月）、19日（木）、26日（木）28日（土） 

理学療法士（樋口）： 3日（火）、9日（月）、21日（土）、２4日（火）、27日(金) 

作業療法士（大平）： 5日（木）、12日（木）、18日（水）、20日（金）、25日(水) 

 

 



※当日のキャンセル連絡は、8 時 45 分までに連絡をお願い致します。8 時 45 分以降の連絡になりますと昼食代

（297 円）が発生します。 

・降園時の引き継ぎを 13 時３０分頃より開始しています。13 時４5 分までに来所されない場合は、ご連絡させ

て頂きます。 

・活動時間確保の為、9 時 50 分～10 時 15 分までにご登園下さい。給食準備の為、10 時 15 分までに登園され

ない際は、ご連絡させていただきます。 

・下着（パンツ）の貸し出しがあった際は、未使用の物を返却して頂きますよう、よろしくお願い致します。 

・トイレトレーニングを行っている方は、トレーニングセット（パンツ、ズボン、Ｔシャツ、肌着、ビニール袋）

を袋にまとめて準備をしていただきますよう、お願い致します。着替えた衣類を入れる袋を、必ず持たせて下さ

い。（スーパーのビニール袋等で構いません。） 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。今回は子どもさんと話す時のことばの選び方についてお話したいと思います。子どもは、

私たちが子どもの発達に応じて、使うことばを少し意識するだけで、ことばを覚えやすかったり、まねし

やすかったり、もっと話したいと感じたりするものです。私は発達年齢が 3歳頃までは“犬⇒わんわん”

など実物をイメージしやすく、繰り返しが多く、言いやすいことばである、『幼児語やオノマトペ（擬音

語・擬態語）』を豊富に使います。成長にあわせて幼児語と成人語（大人が主に使うことば）をあわせて

使いながら（“もしもし、でんわだね”など）、成人語を増やしていき、ことばの長さも単語から 2語文、

3語文と長くしていきます。少しずつ意識的に助詞を使い、抽象度の高いことば（“しんせつ”など）、文

を名詞化したもの（“本を読む⇒読書”など）も、意味を添えながら使うようにしていきます。 

最近は一部に、幼児語はことばの発達に良くないとの誤解もあるようですが、まだ伝えたいことをスム

ーズにことばにすること、ことばに含まれる音の聞き分けや構音（発音）のための口の形や運動の発達な

どが未熟な幼児には、成人語だけでは聞くにも話すにも負担が大きくなる場合があります。幼児語やオノ

マトペはそのリズムがコミュニケーションの楽しさを支え、情緒面を豊かにする効果もありますので、ど

んどん使っていただきたいと思います。使っているとこちらも楽しくなってきます。ちなみに幼児語とは

別に「○○でちゅか？」「○○ちまちょうね」といった言い方があり、この言い方は構音の獲得のために

は避けた方がよいのですが、このことで幼児語全般に否定的な考えが広まったのかもしれません。 

子どものことばは豊かな発見や気づきにあふれています。私たち自身もいろいろなことばや表現に関

心を持って、日々のコミュニケーションを楽しみたいものです。 

 

言語聴覚士 

                             永山 理香 


